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教育環境の整備・充実 
土岐市教育研究所長   長谷川 広和

下校時の子どもたちは、登校時とは違う表情を

みせます。甲高い声で楽しそうに仲間と談笑する

姿に、学校での楽しい出来事や充実した生活を想

像します。「アップル」と英単語の発音のやりとり

をする小学生の姿に、先生方の努力で、小学校外

国語活動が楽しい教科として定着していることを

感じます。先日は、横断歩道で停止した車に深々

とお礼の頭を下げる子どもに出会いました。どん

な環境で育つとこんな行為ができる子になるのか、

考えさせられました。 

現在、各学校のエアコン設置が進み、来年度か

らは真夏日でも快適な空間で授業ができます。小

学校には､各校 10台のタブレットPCが整備され、

子どもたちが PC を活用して、リアルタイムで情

報を入手して活用し、PC を囲んで協同して学ぶ

姿が生まれています。子どもを育てるうえで、環

境が大きな役割を果たしていることを実感します。 

学校には、風が吹いています。匂いがあります。

それは、子どもと教職員だけでなく、地域や保護

者、何年にもわたる学校の歴史のなかで培われて

きたものです。広島大学の町田宗鳳名誉教授は「そ

れぞれの家庭には、特有の空気が流れ、子どもは 

                     

その空気を 20 年近く吸いながら育ちます。その

間に形成された人格は可逆的といっていいほど決

定的なものです。家庭教育の本質は目に見えない

空気にあります。学校も然り。勉強に励みたくな

る空気もあれば、将来夢がもてず、ついつい弱い

ものをいじめたくなる空気もあります。学校がど

んな空気を醸し出すかは、構成員全員の意識の持

ち方によってかわるのです。」と言っています。 

教室で仲間と顔を付き合わせ、わからないこと

を仲間に素直に「教えて。」と言って学び合う姿。

恥ずかしさも乗り越え、曲想を体全体で表現しな

がら、仲間と音楽を楽しむ姿。仲間の意見に耳を

傾け、発言に込められた意図や思いを受け止め、

学級全員が頷いて共感し合う姿。ドキドキしなが

ら英語で発表した時、仲間から「グッジョブ。」と

認められ、「サンキュー」と笑顔で応える姿など、

今年度も教室から滲み出る『人との絆の中で育ち

合う』素敵な風・空気にたくさん出会うことがで

きました。先生方の毎日の子どもたちとの豊かな

関わりに感謝するとともに、『夢と絆』という「風」

を子どもたちに送り続けていきたいと思います。 
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１ これからの子どもたちが生きていく社会 

経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間

中心の社会（ソサエティ）」。これが、これからの

子どもたちが生きていくことになる社会。高齢化

が進み、急激な人口の減少、また AIや IoTによる

高度化・効率化が図られ、産業構造の劇的な変化

が予想されている。つまり、コンピュータやネッ

トワーク無しには成り立たない社会であり、コン

ピュータそのものの特性を理解し、適切に活用す

ることが求められる社会である。 

 

 

 

 

 

２ 現状とプログラミング教育必修化の背景 

現在、Webエンジニアをはじめとする IT人材の

不足が深刻化しており、情報技術を十分に活用し

きれておらず、このままでは情報機器を消費する

だけとなってしまうことが危惧されている。そこ

で、小学校からプログラミング教育を行い、「コン

ピュータを受け身ではなく、積極的に活用する力」

や「プログラミング的思考（論理的思考力）」を養

うことを目的に必修化された。 

３ 研修から学んだこと 

私自身もこの研修を受ける前はプログラミング

教育という言葉は聞いたことはあるが、どのよう

な教材を使い、何を教えていくのかなど分からな

いことだらけで正直不安しかなかった。しかし、

この講座を受け、プログラミング教育はあくまで

情報教育の一つであること、どのような教材があ

り、どう実践していくのかなどを学ぶことができ

た。その中から特に大切だと思ったことが３つあ

る。 

１つ目として、｢プログラミング教育は、プログ

ラミング的思考を養うものであり、プログラミン

グ技能を教えるものではない｣ということである。       

 

 

 

今までの教科の授業でも行われてきた物事を論理

的に考える力を養う手段であった、計算式や実験

などの代わりに、パソコンやタブレット、アンプ

ラグド教材を用いるというだけである。確かに、

各教科で確立されている教え方の中にそれらを取

り入れ、新しい教え方を見出していくことは難し

いことではあるが、手段の一つであるという捉え

方ができたことで気持ちが少し和らいだ。 

２つ目として、｢正解への道筋は、無限にある｣

ことである。子どもの発想はとても豊かで、時に

私が思いもよらないことを考え付く。例えば部屋

の照明の節電方法について考えたとき、ある子ど

もは人感センサーを用いて人の気配を感知したら

明かりが付くプログラムを考え、別の子どもは照

度が一定より低くなったら明かりがつくプログラ

ムを、また別の子どもは手をたたく音で明かりを

点滅させるプログラムを組むなど、部屋の照明の

節電方法 1 つとってもアプローチの仕方は様々で

あり、どれも正解である。このようにプログラミ

ング教育は、子どもの自由な発想を生かすことが

でき、また私自身の視野も広げてくれる教育だと

思う。 

３つ目に、｢教材研究の重要性｣である。プログ

ラミング教材として、様々な教具・教材が発売さ

れている。それぞれに利点はあるものの、すべて

を用いることは出来ない。そこで、教材を取捨選

択し、その教材を効果的に活用するために、教材

研究はこの先益々重要になってくる。教師が教材

の魅力を十分に理解し、子どもたちに分かりやす

く提示するため、また、子どもたちの自由な発想

の実現をサポートするためにも、教材研究はとて

も大切であると思う。 

４ まとめ 

私自身、まだ知らないことばかりである。他の

先生方と協力、情報共有を行い、自分自身が教材

の魅力や楽しさを見つけながら研鑚し、よりよい

教育活動を行っていけるように努力していきたい。 

プログラミング教育指導者養成講座で学んだこと 

                             土岐市立泉小学校 脇田 泰教 

 



 

１ はじめに 

新教材“We Can!”“Let’s Try!”を活用した移行期

間を経て、２０２０年度から小学校学習指導要領「外

国語」及び「外国語活動」が全面実施となる。特に、

高学年の外国語が教科化されることを受け、評価の在

り方について考える必要がある。そこで、新教材の活

用方法並びに評価の在り方について学ぶことができる

研修の場として、県の指定を受け取組を進めてきた。 

 

２ 昨年度までの取組（新教材の活用とその指導方法） 

（１）インプットからアウトプットへ 

  たっぷりと英語を聞かせ、十分に慣れ親しんでから

アウトプットへとつなげる。 

（２）使いながら身に付ける 

  指導から入らず、まずは使わせてみる。活動→指導

→活動→指導…を繰り返し、間違いを減らしていく。 

（３）活動前後の指導 

  「何のためにこの活動をするのか」目的意識をもた

せる。活動した結果、目的が達成したことを確認する。 

 

３ 今年度の主な取組 

（１）岐阜県版学習到達目標の理解 

  国際基準（CRFR）とCAN-DOリストの合体版とな

っており５領域の各段階におけるパフォーマンス課題

が３つ程度示されていること、また、「話す（やりとり）」

について「内容の適切さ」「表現の正確さ」の評価基準

（ルーブリック）が示されていることについて、校内

研修会で共通理解を図った。（研修会で参加者に配付さ

れた資料を参照） 

（２）パフォーマンス課題による評価 

  「テスト」ではなく「パフォーマンスタイム」と称

し、学期に１度実施した。 

① ５年生のパフォーマンスタイム（8名） 

<課題>あなたは教室で、イギリスから来たボブさ

んと初めて会いました。彼の好きな食べ物、好きな

教科、好きなスポーツを尋ねてみましょう。 

担任教師がボブさん役になり、一人ずつ別室にて

評価した。実際のやり取りでは、初めて会った相手

を知るために、指定された内容について正しい語順

で質問をすることができた。また、多少の反応もす

ることができており、「内容の適切さ」「表現の正確

さ」ともに全員が“B”評価であった。 

② ６年生のパフォーマンスタイム（18名） 

<課題>４月、授業で初めて会うオーストラリア出身

のエミリーさんに自己紹介をします。その後にエミ

リーさんからの質問にも答えましょう。 

この課題に類似した練習課題を 3 つ提示し、児童

は「対話をする人」「iPad で録画をする人」の役割

を交代しながら活動を行い、映像を見ながら互いに

アドバイスをする活動を行った。エミリーさん役の

担任教師が、児童のところへ行って一人ずつと課題

について対話をし、その様子を班の児童に iPadで録

画させた。実際のやり取りでは、初対面を考慮して、

挨拶・自分の名前・趣味や好きなこと（物）につい

て正しい語順で伝えることができた。さらに、相手

からの質問に、単語レベルでも答えることができて

おり、「内容の適切さ」「表現の正確さ」ともに全員

が“B”評価であった。 

（３）検証 

① ５年生のパフォーマンスタイム 

別室で一人ずつ行ったことで、児童にとっては不

安と緊張感のある“テスト”となった。ただ、やり

取りを終えてすぐに、できていたことやよかった点

を教師が本人に直接伝えることは、児童の学習改善

につながったと考える。実際、時間内にRe-tryする

児童もおり、最終的に全員が“B”評価達成となった。 

② ６年生のパフォーマンスタイム 

授業で行っている活動と変わらないことから、児

童への負担感は全くなかったと言える。事後に映像

を見ながら評価をする際、何度も見直すことができ

るので、教師は自信をもって判断し児童向けの評価

シートも作成することができるが、非常に時間がか

かるという点で教師の負担となる。また、その場で

児童に評価シートを渡すことができないため、学習

改善につながったとは言い難い。 

 

４ 今後に向けて 

これまでは、授業観察や児童の振り返り用紙、成果

物を見て評価をしてきた。今後「外国語」では、言語

活動を通して「できた! わかった!」を児童に実感させ、

「実際に使えているかかどうか」を教師が見取り評価

をすることとなる。児童にとって学習改善（次に何を

頑張ればよい

か）につなが

る評価の在り

方を、今後も

職員一丸とな

って追究して

いきたい。 

 

<6年 パフォーマンスタイムの様子> 

岐阜県小学校外国語スタートアップ事業の取組について 

土岐市立濃南小学校 



 

本校では「自己を見つめ、仲間と共によりよ

い生き方を求める生徒の育成」を研究主題とし、   

道徳科の授業を要とした授業づくりを進めてい

ます。このような生徒を育成していくためには、

「自分の考えをもち、仲間に伝える力を育てる

こと。」さらに、「仲間と交流する中で自分の

考えを深め、確かにする力や自己をより深く見

つめる力を育てること」が大切だと考えていま

す。そこで、道徳科の授業では、下記のことを

実践しています。 

１．多様な読み物教材に応じた指導過程の工夫 

２．考え方や感じ方を深めるために「考え、議

論する」指導の工夫 

３．自己を深く見つめるための指導の工夫 

１ 多様な読み物教材に応じた指導過程の工夫 

教材を「人間理解＆価値理解」「人間理解のみ」

「価値理解のみ」「その他」の４つの型に分類し、

それに応じた授業展開を行っています。これに

より、何を考えさせたいのかが明確になり、生

徒の反応をえがくことができるとともに、深め

るための補助発問の工夫にもつながっています。 

２ 考え方や感じ方を深めるために「考え、議

論する」指導の工夫 

手立てとして、班交流や役割演技（二重自我

法）を取り入れた授業を行っています。 

本校では、岐阜聖徳学園大学の河合宣昌先生

にアドバイザーとして来ていただき、多様な考

え方をするための 

授業づくりについ 

て教えていただい 

ています。 

 その中で、二重 

自我法を取り入れ 〈考え、議論する道徳とは〉 

た授業も教えていただきました。班交流や役割

演技を行うことで、仲間の発言に対して楽に問 

 

いかけることや、仲間の考えをより深く理解す 

ることができています。 

                                      

 

 

 

 

 

    〈役割演技（二重自我法）〉 

３ 自己を深く見つめるための指導の工夫 

価値に関わるキーワードを示し、自己の見つ

め方の視点（「これまでは～」、「～を学んで、～

を聞いて」、「～と思った。～と感じた。」）を位

置付けています。この書き方にしたことで、生

徒の気持ちの変容が分かるようにもなってきて

います。 

ここまでの実践から、自分の思ってもいなか

った考え方を、これまで以上に仲間から取り入

れることができるようになりました。その結果、

自己を深く見つめ、ものごとを多面的・多角的

に考えることができ、これからの生き方につい

て、考えを深めることのできる生徒が増えまし

た。今後、さらに自己を見つめるための指導の

工夫や多面的・多角的に考えさせるための工夫

について追求していきます。 

また、本校では、授業づくりだけでなく、「１

家庭１ボランティア」の活動も行っています。

ボランティアに参加することで、自分が誰かの

役に立つことができたという達成感を感じてい

る生徒が多く、ボランティアをやって良かった

と感じている生徒が１００％という結果が得ら

れました。学校教育で培った道徳性を一層育む

ために、家庭や地域と連携を図り、１家庭１ボ

ランティアの取組をさらに進めていきます。 

 

自己を見つめ、仲間と共によりよい生き方を求める生徒の育成 
～『仲間と共に自己理解や価値理解を深め、自己を見つめる授業づくり～ 

土岐市立駄知中学校 

土岐市研究推進指定校 



 

 

 

 

 

学力向上企画委員 下石小学校 山内 舞華  

≪研究主題≫ 

学ぶ楽しさを味わい，進んで考える子どもの育成 
～ 仲間との対話を通して，考えを広め深める算数科授業の在り方 ～ 

１ 学習集団として考えを発展させ，理解を深める対話活動 

 「本時のねらい」の達成のために，教師が講じる手立ての一つが全

体追究における学び合う場を組織することであると考えた。３年生算

数の「ぼうグラフと表」では，本時のねらいである「二次元の表のよ

さに気付き，資料の特徴や全体の傾向を読み取ることができる」姿に

到達するために，全体交流でハンドサインを用いながら意図的指名を

行った。表から分かることを仲間の発言にかかわらせながら自分の考

えを伝え，多くの意見を出し合った。【写真１】そこで，教師が「表

を１つにまとめるとどんなよさがありますか」と発問した。その問い

により，児童は二次元の表の合計欄に着目し，表の工夫を見つけるこ

とができた。 

全体交流を大切にした指導展開を考える背景には，すべての児童を大切にしたいという私たちの願

いがある。学びは一人ずつ違うという立場に立ち，個人追究や全体追究を組織することによって，深

い学びを生み出し，「本時のねらい」に到達させることができると考えている。 

２ 主体的な学びを生み出す事象提示と課題設定 

１年生算数の「かさくらべ」の実践を基に述べる。第２時では，実物の

ペットボトルを見せながら「どちらがどれだけ多く入るか」と問い，一人

一人に予想を立てさせる。【写真２】ある児童が第１時のくらべ方では「ど

れだけ」を測ることができないことに気付き，そこで教師は「前の学習を

思い出そう」と既習事項の掲示物を示した。【写真３】「長さくらべ」「広さ

くらべ」の学習を思い出した児童は「いくつ分くらべをするとよさそう」

「同じ大きさのカップを使おう」と見通しをもった。そして，子どもたち

の言葉で本時の課題をつくり，「カップをつかってどちらがどれだけおおく

みずがはいるかくらべよう」と課題化した。 

 このように，主体的な学びを生み出すためには課題設定が重要であると

考え，実践を行ってきた。本校では，児童が疑問を抱き，自ら問題を発見

できるような事象提示を行うことで，問題意識から必然のある課題を設定

することを大切にしている。 

３ 来年度の研究に向けて 

 自ら進んで追究する主体的な学びが少しずつ実現できている。来年度は対話活動に重点を置き，自

分と仲間の考えを比べ，自らの思考を深められる指導の在り方について探っていきたい。 

令和元年度 下石小学校の実践報告 

【写真２】 

【写真３】 

【写真１】 

学力向上の取組から 



 
 

    学力向上企画委員 肥田中学校 日置 貴大 

 本年度の肥田中学校では、自分の考えを深めたり広げたりするための対話活動に重点を置いて研究を行った。

授業を組み立てる教師が、本時獲得したい学習内容やねらいに合わせて「いつ」「どこで」「どのような」交流の

場を設定するのかを明確にもち、授業を行うことで、生徒がより主体的に学んでいくと考え、実践した。 

１ 仲間との対話活動の良さを実感できる授業づくり 

 外国語科の「2 年生 Lesson3 The Ogasawara Island」の実践から述べる。こ

れまで、生徒同士の交流の意図として、「考えを順序立てて相手に伝える」「違

う考えに触れ、学びを深める」など、ねらいに合わせて設定してきた。本時で

は、自分の提案をより具体的に相手に伝えるために「仲間からの質問に答える

中で、自分の考えを深める」交流を実践した。前時までに作った自分の提案文

を相手に伝えた後、相手は what や where、how などを使って即興的に質問を行

う。その質問に答えることで、今まで自分にはなかった新しい視点や足りなか      【写真１】 

った説明に気付き、提案文をさらに充実させるよう考えを深めるきっかけとした【写真１】。交流後に、仲間か

らの質問に対して答えた内容をメモし、最後には提案文を修正する姿も見られたことから、生徒にとって仲間と

関わることの必然性を感じられる活動であったと考える。また、この交流では、相手の提案を聞きながら内容を

理解し、質問を考えて伝えることを、英語のコミュニケーションツールとして行った。質問をする側もされる側

も即興的に英文を考えて伝える活動を、生徒は既習内容を活用しながら取り組んだ。その中で、即興性を大切に

する外国語科のねらいの達成と、質問文例が示されたヒントカードの提示などの指導補助のバランスの難しさに

ついて、今後も生徒の実態に合わせながら授業計画を行っていく。 
 

２ 主体的に課題解決に向かう話し合い活動の位置付け 
 保健体育科の「２年男子 バレー」の実践から述べる。対話活動として「前半・

試合間・後半」にグループ会を設定し、課題追究につなげた。中でも、前半グル

ープ会では、教師から提示された本時の目指す姿と今の自分たちのチームの実態

を照らし合わせ、グループに合わせた課題を設定した【写真２】。課題解決に向け

たグループ練習の方法も、生徒同士が意見を自分から提案し合い、実践していく   

ことでより主体的に学習を進めることができた。体育の授業における対話活動として、練習中や試合中の声掛け

も挙げられる。課題解決に向けた練習時間の中で、何度も相談しながら練習メニューをアレンジするグループが

多くみられた。自分たちで考えて行った練習内容だからこそ、生徒はより良い方法を探究し、主体的に取り組む

ことができたと考える。 

 この実践における課題は、教師の出場の見極めである。グループの課題と練習の意図を理解したうえで、どの

ような声掛けを行うことが生徒の思考をさらに深めることができるのか、今後もさらに実践していく。 

３ 来年度の研究に向けて 

 各教科で対話的な授業づくりを行ったことにより、自分の考えを仲間に伝えることへの苦手意識の改善につな

がった。今後も対話的な授業づくりを進めていくことが、生徒の見方・考え方や技能を広め、深め、学力の向上

につながることを教師側と生徒側の両面でさらに検証し続けていく。 

＜研究主題＞ 

学びに向かう力を育む、対話的な授業づくり 

令和元年度 肥田中学校の実践報告 
学力向上の取組から 

【写真２】 



【私の教育実践】 

子どもの考える力や発想を大切に 
泉小学校附属幼稚園 教諭 江﨑 直子 

運動会後、友達と一緒に同じ目的をもって遊ぶ   い掛けに、子ども達は「手で支えている。」「何か 

楽しさや試行錯誤しながら遊ぶおもしろさ、また   をくっつけて支えにする。」などの意見を出した。 

異年齢との関わりをより深めていけるようにと願   それを聞いていた子が「(支えに)牛乳パックを付 

い、5歳児が様々なお店屋さんを開く『いずみっ   けるのは？」と提案した。教師は子ども達の話を 

こ祭り』を行った。                                聞きながら､「いいことを考えたね｡どうなるか楽 

事前に子ども達とどんなお店をやりたいかを考   しみ。」と言葉を掛けて見守った｡子ども達は牛乳 

え、話し合った結果、私のクラスでは『お化け屋   パックで支柱を作り、その工夫でトンネルは倒れ 

敷』と『どんぐり転がし』の二つに決まった。そ   なくなった｡『いずみっこ祭り』でもトンネルは 

の後、子ども達でやりたいお店の担当を決め、作   倒れることがなく、子ども達は満足そうであった。 

るものや材料、遊び方など考えを出し合いながら   自分達で意見を出し合い、試行錯誤しながら作っ 

進めていった。                  たからこそ、満足感や充実感が味わえたのではな 

 『お化け屋敷』では段ボールをつなげておばけ   いかと考える。 

のトンネルを作ることになった。作り始めるとト    これからも、子どもの思いに寄り添い、発想を 

ンネルが傾いて倒れてしまうことに気付き、子ど   大切にして一緒に考え、試行錯誤を繰り返しなが 

も達は困った様子で教師に相談に来た｡｣どうした    ら遊びを創りあげていく経験を大切にしていきた 

ら倒れないようにできるかな？」という教師の問      い。                                                      

 

チーム学校でめざす「濃南」だからできる学校づくり 
濃南中学校 教諭 林 裕二 

教員となって四半世紀。昨年度より勤務してい   是非について、思いを話しに来てくださる親さん 

る濃南中学校は、全校生徒３２名（３年生７名・   もみえました。確かに、あの人数で舞台に立ち、 

２年生２０名・１年生５名）であり、土岐市はも   歌っているわが子を見たら､｢学級づくりの一環で 

とより、この地区においても小さな規模の学校で     取り組んでいる意義あるもの」ということは理解 

す。少ない人数ならではの（他校ではできないよ   できても、「酷なことをさせている。」といった思 

うな）経験をすることができます。しかし、私た   いをもたれることも、十分に理解できました。 

ちにとってレアなことであっても濃南の生徒にと    とは言え、１年生の生徒たちが、どんな思いで 

っては、｢当たり前なこと｣として前向きに受け止   いるのかが重要なわけです。合唱後の振り返りの 

めています。                   場で、全員が「来年もこの仲間と一緒に、私たち 

 ある時、３年生の生徒が「研究授業などで、濃   の合唱を歌いたい。」「３年生みたいに、感動させ 

南中に来てくださった他校の先生やお客さんに    られるような合唱を自分たちもつくりたい｡｣と学 

『あなたたちは、７人しかいないから大変ね』と   級担任に訴えました。合唱祭を通して、あれだけ      

よく言われます。そんな時、私は『人数が少なく   歌うことへの不安を抱えていた生徒たちの意識が 

ても､私たちは７人だから大丈夫です。』と答えて   変わり、心の面での成長も見られました。 

います。」と明るく､そして誇らしげに語っていま    令和２年度より、小中一貫校として、新たな一 

した。３年生以上に少ない１年生の生徒は、市内   歩を歩みだす本校ですが、濃南地区の児童・生徒、 

の学校でいえば、一班程度の人数で合唱に取り組   私たち教師、親さん、地域の皆さんが一丸となっ 

むことになります。１２月に開催した、合唱祭で   て、「濃南」だからできる学校をめざしていきます。 

は、彼らは、堂々と歌い切りました。ただ、合唱 

祭当日の舞台に立つまでの道程は、決して平坦な 

ものではありませんでした。少ない人数で歌うこ 

との重圧に押しつぶされそうな彼らを、学級担任 

は、認め・励まし・支え続けてきました。生徒た 

ちも、不安を払しょくしようと練習に励みました。 

こうして迎えた本番は、全校の戦陣を切って舞台 

に立ち、精一杯歌い切りました。当日参観された 

親さんから、子どもたちが無事に発表を終えた安 

堵感と、少ない人数で合唱に取り組ませることの 
 全員でつくる濃南中の合唱 



 

 

 

 

                        

 

朝の登校指導で立っていると、あいさつの声が

交わされます。元気よく「おはようございます！」

と言う子もいれば、うつむき加減で口の中でモゴ

モゴと言う子もいます。その中に、「〇〇さん、お

はよう。」と名前をつけて言う子がいることに気が

付きました。私に対しては、「校長先生、おはよう

ございます。」と言います。 

 早朝の気温が氷点下なのにもかかわらず、これ

がなんとも言えずあたたかい気持ちにさせてくれ

るのです。一日のスタートから不思議と気分がよ

い。「名前を付けてあいさつ」は、最強の「ほかほ

か言葉」ではないかと思うほどです。これは、濃

南小で初めて経験することで、名前をつけてあい

さつされることがこんなに気持ちのよいことだと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いうことを、私は子どもたちから教わりました。 

そこで、全校の子ども達に同じようによい気分

を味わってほしいと思い、登校してくる子ども達

一人一人に「〇〇さん、おはよう。」と名前を付け

てあいさつすることにしました。 

ところが、教室で毎日顔を合わせるわけでもな

い子ども達は、顔は識別できても名前は咄嗟に出

てきません。一日一人ずつ顔と名前が一致する子

を増やしていくつもりが、覚える端から最初に覚

えた子を忘れているといった体たらく。 

それでも、１年かかってでも、すべての子ども

達に「〇〇さん、おはよう。／こんにちは。」と言

えるよう、これだけはやり遂げようと頑張ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

濃南小学校 校長 篠原  徹 

「心にひびく言葉」 

「○○さん、おはようございます。」 

 

 

 

 

 

た一言 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

                        

掲 示 板 

～おめでとうございます～                 

◇令和元年度 学校安全文部科学大臣表彰 

《学校安全ボランティア活動奨励賞》下石町シニアクラブ見守り隊 

◇令和元年度 第６０回県学校歯科保健優良校表彰 

【大規模校の部】《県一位》土岐津小学校 

【中規模校の部】《優良校》妻木小学校                 

【歯科保健推進校】《歯科保健推進校》肥田小学校         〈文部科学大臣表彰報告会〉 

◇令和元年度 東濃地区学校図書館教育賞  

《奨励賞》泉小学校 

◇令和元年度 岐阜県学校保健会表彰 

【個人の部（養護教諭）】水野 智恵子 養護教諭（土岐津中学校） 

【団体の部】土岐市栄養士部会 

◇令和元年度 学校環境衛生活動優良校表彰 

【中学校・義務教育学校の部】《準優良校》土岐津中学校    〈学校歯科保健優良校表彰報告会〉 

 

 

 

 

 

 

 

 




